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恥 の 書 き 集 め
京都大学助教授 酒 徳 治 三 郎
長年 に亙 って皮膚科 との寄合所帯 を余儀 な くしていた旧建 築物が,移 転 のために取 り払
われたのは昨冬 の ことであ る.大 正2年 に竣工 した この木造建 築の中に,古 い設計図面 に
よると 「恥室」 と呼ば れた一室 があって,こ れが京大泌尿器科診察室 の最初 の姿 と考 え ら
れ る.こ の部屋 は次いで洗 源場 と改称 されて性病 の診療室 として利用 され,近 年 では性病
患者の激減 のために研究室 に転用 され ていた.大 正初年 の泌科診察室 を,い み じくも恥室
と名付けた ことに興味 をひかれ た ことと,「恥」 とい う語に 対す る 日本人的感覚 と泌尿器
科 の関連性 について,私 な りに2,3心 に浮 んだ 点があ るので,こ こに駄文を弄す る こと
をお許 しいただ ぎたい.
わが国の近世史 を顧 みる と,閉 鎖的な封建社会 において武士道 が確 立 され,こ れが敗戦
前 まで国民思想 のバッ クボ ーソをな していた.武 士道 に よると,恥 をかか され ることはす
なわち死 を意 味す るものであった.主 君 や一族一 門の恥 を雪 ぐため,あ た ら一命を失 なっ
た武士は枚挙 に逗 がない.さ らに儒学,朱 子学,道 学 な どの研 究が,こ のような体面 を重
んず る風潮 に拍車 を掛 け,ひ ぎ続 き明治以降 の軍 国国家 に移行 していった.明 治時代か ら
は,東 洋の君 子国た る衿持 を保 つための文教政策 が江湖に遍 く行 ぎ渡 り,か つ対外的 には
雪辱の旗 印の下 に戦争 が次 々 と拡大 され た.か の戦 陣訓の中に 「生 キテ虜囚 ノ辱 カシメ ヲ
ウケル ヨ リ云々」 と恥 イコール死 であ ることを謳 った個条 もみ られ,当 時 の 日本人 は恥 辱
に対 して極端 な強迫観 念を懐 くようにな り,さ らに表 面上では潔癖を装 う ことに よって 自
らの品位を保 つ ように智恵づけ られて来 たので ある.
ここで泌尿器科 関係 で使用 され る恥 とい う語 について考 えてみ よう.恥 丘,恥 骨 な どの
術語のほかに も,恥 部,恥 毛 な どと如何 に秘 を冠 した語が多い こ とか.こ の故 に恥室 とい
う語が生 れたのであろ う.こ れ らの性器 に与 え られた名称 は,独 逸語 のScham一に由来 し
てい るのであろ う.し か しSchamはshy,は じらい,内 気な,の 義 であって,Sch2nde,
disgrace,恥辱,不 名誉,と は意を異 にす るのである.さ らにpubicはpubertyと同系
語であって恥 辱 とい う概念 か らほ ど遠 い しか るに残 念なが らわが 国では これ らの述語に
恥 とい う字が冠せ られ て しまった.潔 癖 で恥 とい う語 に過 敏な 日本人は,恥 一 と呼ばれ る
性器 に対 しては陰蔽す る傾 向が強 くなった.こ れが募つ て,恥 部 に関す る ことは 口に出す
の も磯 らわ しい と解 されて来 た.こ の ような国民的感覚か らす る と,恥 部 の疾患 は誠に不
名誉な もので あり,格 好が悪 くて世間様 に顔むけ 出来 ない と し,患 者 自身は素 より,家 族
に とって も他の疾患 と比較 にな らぬ程の心痛事で あるものと考 え られ る.
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このような社会的背景が,わ が国における泌尿器科学の啓蒙に対 して,若 干の影響をお
よぼ していると思われる.例えば卑近なことでは,私 自身 も泌尿器科入局に際して,他科
の先輩から 「そんなけったいな科に入局しな くても」とのお説教を頂戴 したし,教室員の
中にも両親を説得させるまでが大変だったとの話も少な くない.さ らに同意がえ られず,
止むな く 「もっとましな科」に入局した学友 もあった.ど うも日本においては恥部を診療
研究の対象としている泌尿器科が,恰 も賎業であるかのような錯覚に陥っている者がある




患者に接すると,厳 しい現実に直面していることを思い知 らされるのである.切 角家庭
医からの紹介状をもらいなが ら,泌 尿器科受診を恥 じて,時 期を失った膀胱癌患者など
は,現在泌科に携わっている者が等しく経験していることであろう.また恥かしいか ら,
診断書には別の病名に換えてもらえないかなどという患者もある.か かる時には 「病に貴





われわれが治療 していた患者で,退 院後明らかに泌尿器疾患で死亡した者が,新 聞紙上で





いのも,あ るいはかかる風潮に災いされているのでなかろうか,な どとあらぬ想像 さえし
た くなる.泌尿器科領域の疾患名が,一 般の人の間でもフランクに取 り上げられるように
なる日が早 く来 ることを願 うと共に,こ の方面への啓蒙に,私 達泌尿器科医の努力が望ま
れる次第である.
ここまで書 き綴った時,勃 然として,陰にこもった声が 地底から伝わって来た.rお前
は大変 口幅ったいことをいっているが,若 しお前 自身が前立腺癌になった時はどうだ?』
「そんなものは普通の病気じゃないか.恥かしいとか何 とか 問題にするのが どうか してい
る,」rそれでは,睾丸腫瘍で 命を落した時は どうだ?』 「仕方がないじゃないか.別 に恥
でも何でもない.」rでは陰茎癌で死んだとしても平気なのか?』「う……」 ここで返答に
窮してしまった.ど うも陰茎癌では死にた くない.ど うい う根拠からだろうか.早 期発見
の容易な陰茎癌で落命することは,泌 尿器科医として恥になるというのであろうか.しか
しそれだけではないプラスアル ファーがあるようだ.理 由は定かではないが,や はり陰茎
癌では死にきれないように思う.陰茎癌よ勘弁 してくれ.私 はまだ冷徹な泌尿器科医にな
り切れていないことを恥 じねばならない
誠に恥多 き一文をここにしたためて了った ことは漸塊に耐えない.こ の拙文が,泌 尿器
科紀要の随想 として恥という程でもなければお許 しいただ きたい
